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長期維持管理技術委員会の委員長・委員・顧問

 「長期維持管理技術委員会」は技術的重要事項を調査審議する阪神高速道路㈱技術審議会の委員会の1つ。

 前身は、「阪神高速道路の長期維持管理及び更新に関する技術検討委員会」(2012年11月～2013年4月)。 同委員

会の成果として大規模更新・大規模修繕に関する提言を取りまとめ。その後、2014年度に事業化。

 技術審議会が2013年（会社創立50周年）に改組した結果、非常設の技術委員会として「長期維持管理技術委員

会」を2014年より毎年開催。

 同委員会は、先述の提言の課題のうち、構造物の健全性評価手法（対象構造の選定手法・考え方）、維持管理システ

ムの高度化に関する事項等を審議。

〔引用〕 阪神高速道路株式会社 平成２５年度 技術審議会

【資料No.2】 技術委員会の再編と技術審議会における今後の審議方針（一部修正）

（非常設）

長期維持管理技術委員会

・構造物の専門的技術課題を各分科会で審議

・構造技術委員会の各分科会審議も踏まえ、技術課題の評価手法(方向性)等を審議

2023・2024年度の委員長・委員・顧問

【委員長】

京都大学 小林 潔司 特任教授

【委員】

京都大学 清野 純史 名誉教授

神戸大学 森川 英典 教授

京都大学 杉浦 邦征 教授

【顧問】

京都大学 宮川 豊章 名誉教授

※ 役職名は、2023年4月時点

※ 2021・2022年度の体制を継続
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2023年度の審議・報告事項(案)

2022年度の審議・報告事項

 次期の更新計画

 大規模更新（大豊橋、法円坂、湊川）

 H-BMS（４D化、業務フロー）

2023年度の審議・報告事項

※ 青文字は継続審議項目

 次期の更新計画

 大規模更新（大豊橋）

 大規模更新（RC床版）

 開催時期は、春(4月)、秋(11月)、春(2～3月)の3回の予定。

 審議・報告事項は、右下表を予定（大規模事業の進捗に合わせて内容を検討）。



○損傷状況：トンネルのPC舗装において、舗装版のひび割れに起因するPC鋼材の破断が発生

○対策概要：高強度・高耐久なコンクリート系舗装に取替

阪神高速道路の更新計画（概略）について（令和５年１月２７日）【概要版】

〇 阪神高速約258kmのうち、約91kmで更新事業を実施中。

〇 平成26年からの点検強化等により、新たに更新が必要な箇所が約22km判明し、対策として約2,000億円の更新事業が必要。

〇 道路は時間の経過に合わせて劣化するため、これらを除く約145kmについては、新たに更新が必要となった箇所と同様の構造・基準の箇所等で損傷が顕在化

する可能性があることから、今後の点検結果等を踏まえ、更新事業の追加を検討。

新たに更新が必要なトンネル（新神戸トンネル）

舗装面をはつり撤去し、
内部のPC鋼材の破断を発見

舗装面のひび割れを発見
（H28.12）

新たに更新が必要な橋梁の例（阿波座JCT付近）

○損傷状況：鋼製高欄の内部の損傷

○対策概要：軽量で耐久性・排水性を有する新しい鋼製高欄に取替

鋼製高欄内部の腐食
（16号大阪港線）

○損傷状況：Uリブを有する鋼床版にデッキプレート進展き裂が発生

○対策概要：SFRC※舗装（鋼床版の剛性向上）

鋼床版の疲労き裂
（5号湾岸線）

デッキプレート進展き裂が進むと、デッキプレート
貫通き裂に発展し、路面陥没等の発生が懸念

※鋼繊維補強コンクリート

＜阪神高速道路の供用延長：約258km＞

：現更新対象 （約91km）

：更新必要箇所（約22km）

新たに更新が必要な橋梁の例（5号湾岸線深江浜付近）

過流探傷センサーが左右に駆動

転倒した照明柱

阿波座付近

深江浜付近

新神戸トンネル

工事中の照明柱転倒（3号神戸線）を受け、
鋼製高欄の内部を全数緊急点検（H31.3）

従来の鋼床版下面からの点検に加えて、
舗装上面からもき裂を特定できる

非破壊検査装置を適用（H28～）

横断方向PC鋼材（シース）
●●

縦断方向PC鋼材（シース）

路盤

空洞

輪荷重

表面から発生したひび割れ

底面から発生したひび割れ

舗装版のひび割れに起因する
PC鋼材の破断

照明柱が設置されていた
鋼製高欄の上面の腐食

破断

2023年1月27日
報道配布資料
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大規模更新（11号池田線 大豊橋付近）

 建設時に既設橋梁を有効利用したことにより、嵩上げコンクリートの死荷重等が床版や桁への負担となり、損傷が発生。

 上部工の架け替えを行い、必要に応じて下部工を補強する予定。

 現在、更新工事の実施に向け、詳細調査を実施中。

上部工：桁の取替 下部工：橋脚の拡幅

阪神高速と大阪府道を分離し、
鋼床版鈑桁に取り替え

桁・床版の取り替え

橋脚を拡幅

阪神高速
大阪府道

阪神高速と大阪府道を分離し、
鋼床版鈑桁に取り替え

桁・床版の取り替え

橋脚を拡幅

阪神高速
大阪府道

大阪万博に間に合わせるため、一般道路として整備された橋梁に、嵩上げコンクリートで高さを調節して高速道路を整備

： 更新箇所

： 更新後

コンクリート橋梁の発生損傷

高速道路の造り替え（イメージ）

グラウト充填調査（2021年10月撮影）

コア削孔調査（2021年10月撮影）

2023年1月27日
長期管理技術委員会
中間とりまとめ報告書

参考資料
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大規模更新（13号東大阪線 法円坂付近）

 史跡保存を優先して杭基礎を設けない構造とし、軽量化のために鋼床版を採用した結果、床版・桁に疲労き裂が発生。

 上部工の架け替えを行い、必要に応じて下部工を補強する予定。

 現在、更新工事の実施に向け、詳細調査を実施中。

： 更新箇所

： 更新後

高速道路の造り替え

（イメージ）

平成5年き裂補修箇所
（当て板補強）

平成22年発見したき裂

桁・床版の取り替え

橋脚補強難波宮遺跡

鋼桁に発生した疲労き裂

難波宮遺跡の保存を優先して建設された杭基礎を設けない短支間の鋼床版橋

変位計測（2022年3月撮影）

表面温度計測（2022年7月撮影）

2023年1月27日
長期管理技術委員会
中間とりまとめ報告書

参考資料
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大規模更新（3号神戸線 湊川付近）

 狭い敷地に建設するために採用した構造が、大型車による繰返し負荷を受け続けた結果、疲労き裂が多数発生。

 橋梁全体の更新を行うべく、先行して既設の橋脚の間に新設の中間橋脚を設置中。

 中間橋脚の設置後は、効果検証のモニタリングを行いつつ、交通影響等を考慮した施工方法の検討を実施する予定。

溶接部を起点とした主桁（下フランジ）の疲労き裂

橋脚基礎の施工

（2022年8月撮影）

橋脚梁部の施工

（2022年8月撮影）

橋梁全体の更新内容

（イメージ）

狭い敷地に建設する目的で採用した橋梁構造（薄く軽量な上部工、小さい基礎構造）

②コーナプレート開口部の主桁のき裂

下フランジにき裂が発生

き裂

スカーラップ

コーナープレート

2023年1月27日
長期管理技術委員会
中間とりまとめ報告書

参考資料
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さらなる維持管理の高度化・効率化に向けて

 阪神高速が培ってきた技術やこれまでの委員会での審議内容等を基に、点検や維持管理の課題解決(高度化・効率化

の実現)を図るため、試行・検証、精度向上を繰返しながらCOSMOS－GIS等と連携したH-BMSの４D化（画像・点群

等＋時間軸)等に取り組む予定。

今後のH-BMS（３D情報を基にする点検および時系列差分解析）の実現イメージ

画像・点群データ 等
（点検・補修）

阪神高速COSMOS
資産データ

3D空間

3D空間

3D空間

各種シミュレーション

時間の経過
インターフェイス

インターフェイス

インターフェイス

トレーサビリティ

差分解析

差分解析

2023年1月27日
長期管理技術委員会
中間とりまとめ報告書

参考資料


